
平成30年度　行政評価表：市民図書館

H29年度

指標 単位 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 指標 単位 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 事業評価 評価の理由 R2年度予算要求の方向性

生涯学習
の推進

図書館資料収
集事業

・幅広い資料を収集し、貸出などにより
住民に提供することと合わせて、図書
館の資料によって課題を解決するため
の支援を行う。

新刊案内発
行回数

回 23 24 104% 23 24 104%
図書館利用
者カード登
録率

％ 70 75 107% 71 79 111% 17,992 18,000 17,997 中

継続的な資料の購入に
より、豊富な資料群を
構築していることから市
民の利用も多く、また新
規利用者の数も伸びて
きている。

なし

資料の収集はコストに
直結しており、これ以上
の削減は大幅な利用減
少を招き、困難である。

拡大

41万点を超える資料を
備え、テーマ展示を行っ
たり、予約・リクエストに
応えたりして資料を市
民に提供していくこと
は、図書館の役割を十
分に果たしている。

継続して資料を購入することで、
組織的な資料群の構築が成され
ている。まだ少し書架の余裕が
あるので、取捨選択を行いなが
ら資料の構築を行う。

改善

蔵書構成のバランスに配慮しな
がら、資料を収集し、市民へ提
供することにより、生涯学習の推
進に寄与できる。

生涯学習
の推進

ブックスタート
事業

・生後３ヶ月を迎えた赤ちゃんとその保
護者に対して、３ヶ月児健診の折、当
事業の趣旨を説明して絵本を渡し、ボ
ランティアによる絵本の読み語り（読み
聞かせ）を行う。
・配布物は絵本２冊、絵本リスト、図書
館利用案内、利用申込書。

赤ちゃん絵
本の配布冊
数

冊 552 902 163% 515 870 169%
ブックスター
ト参加率

％ 99 99 99% 99 99 100% 612 553 553 低

３ヶ月児健診と同一日
程、同一会場でブックス
タートを実施しているこ
とから、参加率が99％
と非常に高い。

低

絵本を２冊配ることで子
どもの好みに応じた絵
本を選べることから、保
護者の反応はとても良
い。事業費は絵本とリ
ストの購入費のみであ
り、これ以上の削減は
困難である。

改善

これまで継続してきたこ
とで事業の認知度が高
まっており、市民からの
寄附も行われている。
事業のコスト面を改善し
ながら維持することが
必要である。

近年、新生児の数が減るのに呼
応して、３ヶ月児健診の受診者も
減ってきている。ブックスタートの
取り組みは継続していくが、配布
する絵本の数が減る見込みで、
経費はやや抑えられる。

改善

ブックスタートをきっかけにして、
家庭での絵本の読み語りを始め
る家庭も多く、今後も継続してい
くことで子どもの読書活動の推
進につなげていく。

生涯学習
の推進

家読推進事業

・「家族ふれあい読書」を主として、読書
の推進を図り、家族のコミュニケーショ
ンを深める。
・家読を啓発し、市内各地区で家庭・学
校・地域それぞれ連携した取り組みが
できるよう図書館から支援する。

家読フェス
ティバル開
催地区数

ヶ所 5 4 80% 5 3 60%
家読フェス
ティバル参
加者数

人 120 500 417% 200 587 294% 928 780 762 中

家読フェスティバルは
４ヶ所で予定されていた
が、波多津は台風のた
め中止となり、３ヶ所で
の開催となった。しか
し、各会場とも大勢の
参加者で盛り上がっ
た。

低

家読の推進を継続する
ために、講演会や図書
館を使った調べる学習
コンクールを実施するこ
とから、一定のコストは
必要である。

改善

市民への家読の普及を
図るためには、うちどく
推進講演会など事業全
体の継続及び活性化が
必要である。

経費を必要最小限に抑えつつ効
果を高められるように、内容の見
直しを行いながら家読の推進に
取り組む。

改善

うちどく講演会を魅力あるものに
したり、調べる学習コンクールを
充実させたりすることで、家読の
深化を図ることができる。
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